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１。はじめに

試料の△１４ｃは測定値δ１４ｃを測定値δ１３ｃで補正して算出される５・６・８）。世界的に修酸標
準体としてＮＢＳ-ＳＲＭ-４９９０（Ｎ-４９！）Ｏ）が用いられてきたが、残存試料が枯渇してきたことか
ら、現在はＮＢＳ-ＲＭ-４９（Ｎ-４９）が用いられている１・４・７）。Ｎ-４９９０からＮ-４９への切り替えに当
たり１９８３年に世界１３施設で測定精度の相互比較が行われ、平均値は-１７．６±０．１‰であると
報告されている４・７）。名古屋大学年代測定資料研究センター（当センター）では一部の利用者
を除いてＮ-４９を用いている。当センターではＮ-４９の（５１３Ｃの値は研究者が個々に測定し
た値を使用しており、特に基準値を定めてはいない。また国際比較が行われてから既に１５
年経過しており、この間にδ１３Ｃの測定精度が向上していることを考慮してＮ-４９のδ１３Ｃ
を高精度で測定し、国際平均値と比較した。

２。材料及び方法
ＮＢＳ-ＲＭ-４９姦酸１２～１４ｍｇと線状酸化銅３００～４２０ｍｇをパイレックス製ガラス管に封入

し、約４ｍＴＯＩＴで封管後、電気炉で４５０°Ｃ、約２時間加熱して募酸をガス化した２・３・８）。生成
ガスを真空ラインに導入し、液体窒素トラップ、エタノールトラップを行ってＣ０２を精製
した２’３’８）。精製Ｃ０２をガス用安定同位体質量分析計（Ｆｉｌｕｌｉｇａｎｒ１・ＩＡＴ２５２）を用いて１４試料の
δ１３Ｃを測定した５・８）。表１の試料１～３の測定シリーズ｜では試料ガスと標準ガスを交互に

分析計に導入する測定サイクルを５サイクルとし、４～１４の試料の測定シリーズ｜｜では１２
サイクルとした。測定の不確かさは１標準偏差で示した。

３。結果及び考察

表１はＮＢＳ-ＲＭ-４９修酸１４試料のδ１３Ｃを示している。測定シリーズ｜の値は-１７．５０２～
-１、’７．：１９７‰にあり、平均値は-１７．３９２±０．０９８‰であった。また試料間の最大の差は０．３０５‰、
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１標準偏差の平均値に対する相対値は約０．６％であった。国際平均値-１７．６±０．１‰４・７）との差

が約０．２‰あった。この程度の差はδ１４Ｃの補正に重大な影響を及ぼすことはないが、精度
を上げて測定するとどのような値になるかを確認するために測定シリーズ１１では番号４～
１４までの１１試料を測定した。（５゛Ｃは-１７．６０３～-１７．５５３‰の間にあり、試料間の差は最大

で０．０５０‰であった。平均値はーで１７．５８１６士（）。００４５‰となり、１標準偏差の平均値に対する相
対値は約０．０２６％であった。シリーズＨの平均値は国際平均値-１７．６±０．１‰４・７）とよく一致し

ており、このことは当センターにおいては今後は必ずしも個人個人でδ１３Ｃを測定する必
要 は な く 、 国 際 平 均 値 を 使 用 して 良 い こ とを 示 して い る 。 シ リ ーズ Ｉ と シ リ ーズ ｜ ｜ と の 間

の差は吝酸をガス化してｃｏ２に精製する過程にあることも考えられないわけではないが、
ガス用安定同位体質量分析計を用いてδ１３Ｃを測定した過程にあると考えられる。すなわ
ちシリーズ｜は５サイクル測定であったが、シリーズ１１では１２サイクル測定としたので、
測定回数が増したことにより統計精度が改善されたと解釈するのが妥当であろう。また１１
試料の１標準偏差；４バ０．００４５‰であったことは試料の均一性と測定装置の安定性を示してい
る。
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４。結論

ＮＢＳ-ＲＭ-４９修酸標準体１１試料の（５１３ｃの平均値は-１７．５８１６±０．００４５‰であり、国際平均

値-１７．６±０．１‰とよく一致した。使用した修酸試料は±０．０２６％以内で均一であった。
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